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田中 基之、渡邊 大樹

地球温暖化抑制を狙いに，2050年の低炭素化社会実現に向けた人類の生活スタイルへの様々な提案が行われている。2011年3

月11日発生の東日本大震災は，その変革への警鐘ともなった。そこで本研究は，我々一人ひとりの生活の基盤となるライフラ

インでのCO2排出量を調査すると共に，各種目的に活用されている移動手段が，それぞれ有る距離を移動するに要する時間や

費用およびCO2排出量を調査した。それらを総合的に把握，我々が調査したデータと，平均的日本人一人が発生するCO2量と

の比較を実施，解析・分析すると共に将来の３Sライフに結び付く提案に繋げる。

関連画像

機械・精密システム工学科　学会発表           

平成24年度大学コンソーシアムとちぎ学生＆企業研究発表会

CO2削減に向けた３S(スロー，スマート，スマイル)ライフの提案 ～ライフ・ラインと移動手段の調査と提案～


